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例年の父母懇談会で会員の皆さまにご
参加いただいている学部別懇談会および
キャリアセンターによる就職状況に関する
説明会をオンライン公開しております。

今年度の支部総会・父母懇談会は開催方式を、本部が運営するブロック開催（支部単独と複数支部での合同開催）と支部単
独開催から、各支部に選択していただき、開催いたしました。どの支部も和やかな雰囲気の笑顔あふれる会となりました。

2025年度 支部総会・父母懇談会の様子

首都圏父母懇談会における学部別懇談会および
就職状況に関する説明会オンライン公開

2025年度

後援会の活動目的の一つである「会員相互の親睦」実現

のための具体的な活動として、7月から8月にかけて全国33

支部（27会場）で「支部総会・父母懇談会」が開催され

ました。

「支部総会」では各支部の前年度決算報告と新年度計画

および新体制発表が行われ、「父母懇談会」では大学から

学部長やキャリアセンター職員を招き大学の今と未来を、

またご子息・ご息女のキャリア形成や就職活動支援のご説

明をいただきました。支部によってはその後開催される懇親

会などで直接質問や意見交換ができる機会もあり、会員の

皆さまのご不安やご心配に思われていることを解消していた

だく場として、この会がとても重要な行事であると感じまし

た。また、設立50周年を迎えた栃木県支部はDiana Khor

新総長にご臨席いただき、ご祝辞とご講演をいただきまし

た。後援会への大学側のご配慮に感謝いたします。

一昨年立ち上げた支部活性化プロジェクトにおいて、こ

れまでの支部総会・父母懇談会の開催状況から課題を分析

し対策・検討を進め、今年度、支部総会・父母懇談会の開

催形式の見直しを行いました。

その結果、今年度はブロック（本

部運営）開催から単独自主開催

に移行する支部が4つ増え、単独

自主開催支部数は17になりまし

た。また、ブロック（本部運営）開

催においても複数支部開催の制

約を廃止したところ、自支部のみ

で開催する支部が3つありました。遠方の会場は時間面・

費用面の制約から参加を見送るケースが多かったと推察し

ており、自支部会場で開催することにより会員が集まりやす

くなり、その結果参加者が増えた支部が多かったようです。

各支部役員の皆さまにおかれましては、支部運営改善・

活性化にご協力いただき深く感謝いたします。

「支部総会・父母懇談会」は今年度の開催状況を踏まえ

さらなる改善を図ってまいります。会員の皆さまにおかれ

ましては、後援会活動へのご理解、ご協力を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。

法政大学後援会会長  佐々木 英世
支部総会・父母懇談会総括2025年度

青森県支部 秋田県支部

茨城県支部 茨城県支部

福島県支部山形県支部 山形県支部

高知県支部 宮崎県支部 宮崎県支部

山口県支部 山口県支部

中部ブロック（静岡支部・浜松支部） 中部ブロック（静岡支部・浜松支部） 関西支部
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北海道支部（ブロック単独開催）父母懇談会開催報告
法政大学後援会副会長  佐藤 晃

7月13日（日）に、北海道支部父母懇談会が札幌プリンスホテルで

開催されました。今年はご夫婦で参加の11組を含む48名の会員の方々

が参加されました。第1部として父母懇談会、第2部として情報交換会（懇

親会）を行い、合計3時間半を超えましたが、その時間が足りないほど

充実した内容でした。

在学生発表では、理工学部4年生の学生さんが、保護者の関心が高

い「東京での生活」「小金井キャンパスでの学業」「部活」の3つについて、

しっかりと準備した資料と共に説明してくれました。

澤柿副学長には、大学を取り巻く環境の変化

などを分かりやすくお話しいただき、キャリア

センター職員の方には、最近の就職事情につい

て丁寧に説明いただきました。保護者もお二方

のお話を真剣にメモを取りながら熱心に聞いて

いました。

懇親会は、できる限り会話が弾むよう学部や

学年でテーブルを振り分けました。昨年度大いに盛り上がるも時間が少

し短かったとのことで、今年は懇親会の

時間を延ばしたため好評でした。

北海道からの入学者は、年々増加傾

向とのことで、今後の後援会活動もます

ます活発になると思われます。今後もこ

のような活動を通じて、後援会会員同

士の親睦を深めるとともに、後援会本

部としてもご協力をさせていただければ

幸いです。

後援会支部からのメッセージ後援会からのメッセージ

東北ブロック（岩手県支部・宮城県支部）父母懇談会開催報告
法政大学後援会総務  助川 千尋

７月12日（土）に、東北ブロック（岩手県支部、宮城県支部）父母

懇談会がホテルモントレ仙台にて開催されました。Diana Khor総長と、

後援会佐々木会長のご挨拶動画から始まり、田中副学長より「大学の

授業と学生生活について」お話しいただきました。着実なグローバル

化と、それを支えるダイバーシティについてなどとても分かりやすい講

演でした。

次に生命科学部1年生の学生さんより、実際の学生生活についてお話

しいただきました。非常にリアルな学生側から

の視点、思い、現状を、写真を交えながらお

話しいただき、出席された保護者の方々には笑

顔があふれていました。

最後に、キャリアセンター職員の方より「最

新の就職状況とキャリアセンターの取り組みに

ついて」お話しいただき、近年の就職率、イン

ターンシップなどについて講演いただき

ました。実は法政大学ほどキャリアセン

ターが充実している大学はあまりないこ

とをご存じでしょうか。多方面からのア

ドバイスをいただけますので、ぜひご活

用ください！

場所を変えての情報交換会（懇親会）

では、皆さま積極的に周りの方たちと交

流していただき、とても有意義な会とな

りました。秋の六大学野球応援で再会

できるのを楽しみにしています。

山梨県支部(支部単独開催)支部総会・父母懇談会開催報告
法政大学後援会山梨県支部支部長  板倉 敏雄

7月26日（土）、山梨県甲府市にあるベルクラシック甲府にて山梨県

支部、支部会員の皆さまを対象に支部総会、父母懇談会、懇親会を開

催いたしました。会場では後援会紹介、法政大学総長、後援会会長の

映像鑑賞に加え、予算についての承認や退任役員への感謝状贈呈を実

施いたしました。

父母懇談会では

内藤文学部長に大

学での学びについ

て、キャリアセン

ター職員の方に直

近の就職情報につ

いての貴重なお話

をいただき、総勢37名の皆さまにご出席いた

だきました。保護者としては、気になるテーマ

でしたので多くの皆さまが熱心に聴講されてい

ました。

今後もこのような活動を通じて後援会会員同

士の親睦を深めるとともに、法政大学と学生を

支援する一助になるよう教育環境の整備に努め

ていきたいと思います。

全体的に時間が押してしまい、直接お話をさせていただく時間があま

り取れませんでしたが、こういった機会を利用し、学生の保護者と大学

教職員とのつながりを深められたらと思います。引き続き、皆さまには

後援会活動のご理解、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

愛媛県支部(支部単独開催)支部総会・父母懇談会開催報告
法政大学後援会愛媛県支部支部長  河野 優

7月6日（日）にホテルアイスル松山で、支部総会・父母懇談会を開

催しました。数年ぶりの支部単独開催のため、何かと大変ではありまし

たが、多くの会員の方々にお越しいただきました。総会では、愛媛県支

部の年間活動、決算、予算、新役員、ならびに本年より独自に導入し

た交通費補助について承認いただけました。交通費補助によって、県内

のどこに住んでいても支部活動ができる環境が整い、「オール愛媛」の

下地が出来上がりました。

父母懇談会では、辻人間環境学部長、キャリアセンターの職員の方

からご講演いただきました。保護者として、大変気になるテーマに関す

るご講演でしたので、皆さん熱心に聴講されて

いました。

さらに、法学部２年生の学生さんから、普段

の大学生活の様子をお話しいただきました。ま

た今年は、愛媛県「ジョブカフェ愛work」のキャ

リアコンサルタントの方をお呼びし、県内の就

職状況や、Uターン就職などの現状などについ

てご講演いただきました。

懇親会では、校友会の方々も一緒になり、互いに親睦を深めました。

アナウンサーとして活躍している卒業生の

動画を拝見し、最後は校歌を全員で歌っ

て閉会いたしました。

今後もこのような活動を通じて後援会

会員同士の親睦を深めるとともに、法政

大学と学生を支援することで教育環境の

整備に努めてまいります。引き続き、後援

会活動へのご理解とご協力をお願い申し

上げます。
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